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【ダルニー奨学金締切日】
進級進学の時期により、２つの締切日を設けています。
①　7月20日　ラオス・カンボジア・ベトナム　
②　3月20日　タイ・ミャンマー
今回は、特に①の7月20日締切の３カ国の証書に焦点を当ててご紹介します。

このような工程を経て、1対1の支援が成り立っています。それぞれの国の事情にもより様々なパターンがあり、
統一して行えない作業となっておりますが、よりシンプルに、証書の内容等においてもより充実させていければ
と思っております。各国の郵便事情などにもより、発送時期の遅れがたびたび発生しご迷惑をおかけして申し訳
ございませんが、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。よりよき形を模索してまいります。

【証書作成】
ラオス・カンボジア：各国で証書データ作成。
ベトナム：タイが代行。

【生徒情報収集・写真撮影】
現地のスタッフが、奨学金数分の生徒を選考。教育委員会、学校
の先生や村長さんの意見も聞き本当に貧しい生徒を優先して選ん
でいます。生徒の基本情報を集め、写真撮影を行います。

【奨学金数の報告（日本から各国へ）】
8月末　日本のICTから3カ国のICTへ奨学金数の報告。

【在籍確認・マッチング（支援者と奨学生を繋ぐ工程）】
各国のスタッフが、進級進学時期（ラオス・べトナム：９月ラオス・カ
ンボジア：１１月）後に選考された生徒たちがしっかり学校に通っ
てきているか確認も行い、支援者と奨学生のマッチングを完了。
ベトナムのマッチングはタイが代行。

【支援者様への送付】
ラオス：奨学金証書・写真のみラオスのスタッフが封入し日本へ発送。
日本でその他の印刷物（支援状況表・郵便払込票・ダルニー通信等）を
封入・発送。
カンボジア：全てカンボジアから発送。
ベトナム：奨学金証書データがタイから日本に届き、日本から全て発送。
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  7年間の支援に感謝
～ベトナム元奨学生より～

動画はこちらから⬇
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アピシットくん

僕はこの奨学金を学用品や寮費に充て、家計の負担を大幅に減らすこ
とができました。高校に通うことができ、大学への道も開かれているので、
とてもうれしいです。僕は祖母と2人暮らしです。もし奨学金をいただいていなければ、生活
するだけで精一杯で、勉強を続けられなかったかもしれません。

現在は、国立大学のマハーサーラカーム大学のコンピュータサイエンス学部の１年生にな
っています。

 タイの高校卒業生から感謝のメッセージ

マーリニーさん

ナッティダーさん

奨学金のおかげで、家族は私の学費を心配せずに家計の負担を減
らすことができました。卒業後、教職の勉強をするつもりです。
教育の機会に恵まれないことが多い僻地の子どもたちに勉強を教え

たいからです。私が助けられたように、今度は彼らにも夢を追いかける機会を与え
支える人になりたいです。中学、高校と６年間も教育の機会を与えてくださった支
援者様にお礼を申し上げます。人々を支えるには、まず先に自分のやりたいことを
実現することが大切だとその方から大きな励ましをいただきました。

現在は、国立大学のラーチャパット・ウボンラーチャターニー大学の教育学部の1年
生として学び、学校教員を目指しています。

奨学金により、私の学校生活は以前より良くなりました。
安心して高校３年生まで勉強を続けることができました。奨学金は、
学用品や制服、靴を買うために使いました。それにより家族の負担は軽くなり、家
族もとても喜んでいます。支援者の方からは、教育の大切さを教わりました。私の
学校での毎日を幸せなものにしてくださり、ありがとうございました。

現在は働きつつ貯金し、来年、国立大学のラーチャパット・トンブリー大学の教育学
部に進学予定です。
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　カンボジア事業所長 チャンディから皆様へのメッセージ
　中学・高校での「就学率の低迷」はカンボジアの教育問題となっていますが、原因のひとつは
通学距離の遠さと、遠方通学者のための寮の欠如です。特に、男子のように（女人禁制である）
寺院に下宿できない女子生徒たちにとって、女子寮建設は教育機会の提供と、貧しい生徒の中途
退学防止につながります。寮は、何代にもわたって使い続けられる大切な遺産であると考えてい
ます。女子寮建設プロジェクトを通じて、カンボジアの発展をお手伝いいただけますよう皆様に
お願い申し上げます。

❶ ❷

❸ ❹

①　土台づくり（7月5日）
②　柱の形成後、砂の埋め戻し
③　壁面のレンガ積み、窓枠の設置（7月 24日）
④　壁面へのモルタル下塗り（8月 3日）
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　95歳の支援者様。コツコツと貯蓄してそれを子どもたちの教育へとご支援いただいており
ます。ご自身の出費は抑え、少しでも子どもたちの教育のためにという心がいつも伝わって
きます。今回はどのような想いでご支援なさっているかお話を伺いました。

　民際センターを通して奨学金の支援を始めたきっかっけは、平成3年、新聞でダルニー奨
学金を知ったこと。１万円で1人の生徒が1年間学校に行けるならと３名分をすぐに申し込ま
れました。勉強したくても女性は学校に行かなくてもいいと親族に言われて進学できなかっ
た悲しい歴史があり、今でもそれが悔しいとおっしゃる  Sさん。自分と同じような想いを子ど
もたちがしないようにという熱い想いから支援を続けておられます。65歳まで勤め上げ、そ
の後海外旅行に目覚め、これまで93カ国を見て色々な文化や考え方に触れてこられました。
ラオスでは念願だった小学校校舎の寄贈を行い開校式にも現地を訪れ、その後も手先が器用
で手芸が得意なことを活かして、3,500枚以上の手作りのナップサックや手提げ袋をラオス
の子どもたちのためにご寄付いただきました。材料費は高く時間もかかる作業でしたが、子
どもたちのことを思うと苦にならなかったそうです。
 
教育は誰にも奪われない宝物
　Sさんが大切にしている想いがあります。教育は一番大切です。先生の教えは尊い宝物です。
子どもたちの頭の中に入った知識は人には取られない宝物です。ですので、自分が去った後、
遺産を経済的に恵まれない、教育の機会に恵まれない東南アジアの子どもたちの教育費に使っ
てほしいと希望されています。

　95歳になった今もご自身のことにはお金をかけずに、未来の子どもたちのために少しでも
多くのお金を残したいと慎ましい生活をされている  Sさん。ただ節約家という訳ではなく、人
のためにはしっかり使うように教育されてきたとご本人もおっしゃっていますが、価値ある
ものにお金を使うことは惜しまない方です。このような支援者様によって民際センターの活
動は支えられて、そして子どもたちが学校に行くことができています。

　民際センターでは、遺贈寄付を受け付けております。皆様の大切なご資産を子どもたちの
未来のために使わせていただきます。ご興味のある方は民際センターまでお問い合わせくだ
さい。
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　このプログラムは、民際センターや各国事業所
の事業活動全般の他、支援対象国の教育の現状調
査､支援者様への報告やサービス利便性の向上､デ
ジタル化に対応するICT投資等､その他事業計画や
活動そのものを支えるために活用いたします。

TEL：03-6457-5782  ／  FAX：03-6457-5783  ／  MAIL：info@minsai.org  ／  HP：www.minsai.org
                                          〒103-0023 東京都中央区日本橋本町2-6-13 山三ビル7F

▶「ダルニー」とは… 民際センターが奨学金を募り１対１の教育支援を始める
     きっかけとなったタイの女の子の名前。

  　このダルニー通信は2024 年10月に編集されました。

ダルニー通信95号　2024年12月1日発行　発行人：児玉忠弘

 SNSでも活動をご覧いただけます

プロボノを募集中です。アドビ・イラストレーターを用
いて広報資料（チラシやパンフレット）をデザインして
くださる方や、動画制作、動画編集ができる方を募集し
ています。また、現在特にライター（文章やキャッチコ
ピーを考えてくださる方）も募集しています。こ興味の
ある方は、民際センターまでお問い合わせください。

プロボノ募集中

皆様のブログ、SNS、ホームページなどで民際センタ
ーを紹介してください。ロゴや写真、記事の提供など
は、事務局へご依頼ください。

 民際センターを紹介してください

皆様の声を民際センターのホームページ「支援者の
声(www.minsai.org/activity/voice)」やダルニー通
信等でご紹介させてください。ご支援された経緯、奨
学生とのエピソード等、文章、動画、何でも結構です。
事務局までお寄せください。

「支援者の声」を募集しています

記
編 集
後

表紙の写真

詳しくはホームページをご参照ください
��������������������������

クレジットカードによる自動引落はこちらから
マンスリーサポート（毎月定額のご支援）
��������������������������������� 

郵便振替でのご支援こちらから
                      

 
ゆうちょ銀行　振替口座　00160-7-664928

民際センターでは、活動を支える「民際サポートプロ
グラム」を随時受け付けております。

www.facebook.com/minsai.org

www.twitter.com/minsaiorg　

www.instagram.com/edf_japan

民際センターではSNS （Facebook、X、Instagram）でも
情報を発信しています。
下記QRコードからご確認いただけます。
ぜひフォローして情報を随時ご確認ください！


